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ダブルケア当事者

団塊世代

ダブルケアとは、育児と介護が同時に行われていることを
指す言葉です。また、育児と介護に限らず、介護と孫支援、
育児と配偶者や自分自身のケアなど、複数のケアを同時に
する必要があることを指します。

ダブルケアってなぁに？ダ

※このダブルケア調査では、介護の定義を日常生活の着替えやトイレ、
食事の手助けといった身体的ケア責任だけでなく、日常生活のケアは
果たせないけれど、お金は出すという経済的ケアや電話で愚痴を聞く
という精神的ケアも含めています。

ダブルケア調査では、調査対象（末子が 6
歳以下の母親中心）1,894 名のうち、約
1割がダブルケアに直面中、過去に直面
した人も約 1割、数年先に直面すると考

える人も約 2割で、合計約 4割がダブルケ
ア当事者だと分かりました。当事者の負担は「精神的にし
んどい・体力的にしんどい」「親や子どもの世話を十分に
できない」「兄弟や親戚間での認識のずれ」「経済的負担」
など複合的です。2016年 4月の政府調査によれば、身体
的ケアを主とした育児と介護のダブルケア人口は 25万
人。身体的ケア以外の介護人口を含めると、実態はもっと
多いと言われており、晩産化・少子化・高齢化でダブル
ケアラーが増えると予想されます。

当事者
ダブルケア

家庭の中に複数のケアが生じることによる複雑なニーズに
対応するには「子どもは子ども」「高齢者は高齢者」と対象別
に分けて考えることには無理が生じてきています。その家
庭の中にあるいろいろな形のケアを考える視点、つまりダ
ブルケア視点が大切です。子育て、介護、貧困問題、障害者福
祉の分野など、既存の福祉サービス体制の中に、ダブルケア
という視点を浸透させ、当事者のケア関係全体を見据えた
包摂的支援が必要です。

ダブルケア視点を社会へ！

ダブルケアのことを
理解してくれる人がいない

行政の窓口は子育て・介護
それぞれ異なるので大変

ママ友には子育ての相談は
できるけど介護の話はできない

どこへ相談に行ったらいいの？

ダブルケアラーの声から

育児と介護の異なるニーズを同時に満たすことを要求され
る中で常に育児と介護どちらを優先させるかの選択を迫ら
れています。これは育児と介護のダブルケアに限らず、介護
と孫支援、配偶者のケアと育児など複数のケアニーズに直面
している場合も同様です。

ダブルケアラーの特徴


